令和７年度第１回大府市ひきこもり支援地域協議会　要点記録
	日時
	令和７年６月24日（火）　午後３時30分～４時45分

	場所
	大府市役所２階２０２会議室

	出席者
	【委員】山田武司、外波祐二、大久保みどり、社本このみ、竹内美喜、鵜飼数正、大橋房代、中川寛子、山下麻衣
【事務局】福祉部長 猪飼健祐、福祉まるごと相談室長 中本真、福祉まるごと相談室主査 山下智子、地域福祉課長 山本真嗣、健康未来政策課長 齋藤裕士、こども若者支援課長 久野倫太郎、健康増進課長 島田真希、学校教育課スクールソーシャルワーカー 山田誠、教育支援センター 蟹江修

	欠席者
	上田美樹子、來多泰明、杉原直樹

	傍聴者
	　０名


敬称略

１　あいさつ
２　委嘱状配布
３　自己紹介
４　会長、副会長の選出
　　会長は山田武司委員（岐阜協立大学）、副会長は來多泰明委員（共和病院）が選任され、委員の承認を得られた。
５　議題
（１）福祉まるごと相談室の体制について
―資料に基づき事務局から説明―
―質疑応答―

なし
（２）大府市ひきこもり支援事業について
―資料に基づき事務局から説明―
―質疑応答―

　　【委員】アウトリートの実績について質問。中学校卒業前から訪問することについて家族の同意を取り付けたということで良かったか。
　　【事務局】中学校在籍中に卒業後のことを心配した中学校校長から連絡が入り、中学校が家族の同意を取り付けたことにより情報交換及び早い段階から訪問へとつながった。
　　【委員】義務教育終了後は一番途切れやすい時期だが、機関同士が少し重なりを持つことで当事者に関わりを持てたことが良いと感じた。
【事務局】学校現場や教育委員会のご理解があって進めることができた。
【委員】長期に関わることが多いと思うが、専門相談が始まった最初の頃から現在まで継続して相談対応している人の割合はどのくらいいるか。
【事務局】実数は即答できないが、専門相談を利用する回数が３０回以上になっている方がいる。
【委員】家族会を立ち上げるまで大変だったと思うが、いきさつはどのようなものか。
【事務局】家族の交流会を毎月開催し世代を分けた交流会を実施していたが、交流会後も引き続き会場に残っている中高生の保護者が増えたきたため、更に交流が深まるよう、翌年の交流会立案の参考にした。

現在、中高生の家族会を第４土曜日にエスコートおおぶplusで開催しており、毎回５　～６人の参加者がいる状態である。

【委員】知多市と東海市の家族会に在籍していた経験がある。他の家族と関わる中でヒントを得ようとする参加者が多いので自分自身も積極的に過去の話をしている。
【会長】今後も応援し家族会を大きくしてほしい。
（３）参加支援のための意向調査について及び（４）令和７年度大府市ひきこもり支援地域協議会について
―資料に基づき事務局から説明―

―質疑応答―

【会長】アンケートの結果から、「支援を受けてみたい」と回答している人がいることが分かった。大切な意見である。委員の所属する団体でも、いろいろなアイデアがあり、まだ実行していないアイデアもあるであろう。
【事務局】フジバカマを育て、アサギマダラを呼ぶ活動は、本市の地球温暖化防止を目指すゼロカーボンシティを具現化するための取組である。福祉とは直接関係の無い取組でも興味や関心を持っていただいて参加することが社会参加につながると考えている。
この活動は、土地を貸してくれる団体があり、地盤を地域や緑化推進のボランティア方々が準備してくれて、水やりにひきこもり経験のある方が参加している。この参加支援事業は、不登校やひきこもり、認知症や障がいのある方など皆の力を借りて取り組むことができる内容であると共に、直接顔を合わせることがなくても様々な方がつながる機会になると考えている。

【委員】知多市では消防団の宿舎を居場所として使用している。コミュニケーションを図ったりゲームをしたりしている。昼食を作って一緒に食べたり、こども食堂の延長である家族カフェを開催したり、フリースペースを開催したりしている。ひきこもっていた人や会話が苦手な人にも協力してもらっている。参加経験が増えると表情も良くなってきたり会話が増えたりした。
【会長】一つの活動ではなく、継続することが大事である。
【事務局】先ほど紹介したフジバカマ、アサギマダラの活動だが、実はフジバカマの葉にはクマリンという成分があり甘い良い匂いがするので、葉を活用して匂い袋を作り、福祉・健康フェア等で紹介できると良いと考えている。このような機会やメニューを色々考えていきたい。ひきこもり当事者が一緒にやってみたいと思ってくれることを実践することで他者とのつながりを作れたら良いと思っている。
【委員】サポートステーションでは面談やプログラムが中心になっている。企業から小さな役割をもらい、就業体験ができるようにしている。役割を作りだし体験してもらうことが大事だと思っている。誰かの役に立っていることを実感できると、みるみる変わっていくという実感があるのでサポステでも活動を生み出せると良いと思う。企業から、メインの仕事ではなく、段ボールを縛る、コピーを取る等のちょっとした仕事を頼まれることもある。このような活動を若者が体験できると良い。市役所にもこのような内容の活動があるのではないか。
【事務局】全世代型サロンでは交流を全面に出している。フードドライブを活用させていただいた。職員だけでもやれる内容であるが、ひきこもり経験者に米の袋分けを手伝ってもらったことがある。
【委員】どの年代にも「人と交流したい」と回答していることをうれしく感じた。不登校等のきっかけが他者との関わりだった人であっても、回復する際にも人との関わりが影響していると感じている。
また「人の役に立ちたい」と回答している人がいることも嬉しいと感じた。アンケートに空白で回答する人については、選択肢に自分の思いと一致したことがなかったからか、または自信がないからか、等と考えた。

協議会資料内に、「本人が必要とした時に発信できる必要性」「いざ一歩踏み出そう・つながってみようという思いになった場合に、その思いを支援できるよう、関われる場を地域の関係機関がEQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-R" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・・),そっと)準備していく」という点について良いと感じた。

行政が行おうとすると人数や実績等を大事にされがちだが、当事者の動き出すタイミングがいつなのか分からない中で「EQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-R" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・・),そっと)準備をする」という思いをもっていることは大事である。行政のその発想を支持したい。自分たち団体もいつ来所するか分からないが「EQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-R" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・・),そっと)準備をしておく」ようにしたい。
【委員】「EQ \* jc2 \* "Font:UD デジタル 教科書体 N-R" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・・・),そっと)準備をしておく」は良いと感じた。いつ動き出すか分からないが、そ　　のタイミングの時のためにアイデアを出しておきたい。

【委員】アイデア募集は委員以外にも地域の事業所に展開する予定があるか。

【事務局】委員以外に声掛けすることはないが、委員から声が届く範囲で共有してもらうことは期待している。各機関の代表として参加しているので、実現可能かどうかは別としてできるだけ多くの方々に広く声かけをしてほしい。

６　情報交換
なし
７　その他
　　【事務局】机上配布したひきこもり支援機関ガイドの修正を依頼する。
次回会議は令和７年10月17日を予定している。
